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みよた社会保険労務士事務所 

はじめに 

人材確保が重要な課題である現代において、新入社員が定

着せず辞めてしまうことは避けたいところです。 

 

ところが、アマゾンやザッポスといった気鋭の企業が「新

人研修後、引き続きの雇用に応じず退職を申し出た者に約

2000ドルのボーナスを支払う」という驚くべき制度を導

入し注目を集めています。この「採用辞退ボーナス制度」

の狙いは何でしょうか。 

 

制度の概要 
ザッポスを例に、採用辞退ボーナス制度を説明します。ち

なみにザッポスは、1999年創業のアメリカのe-コマース

（主に靴やファッション用品のオンライン販売）企業で、

徹底した顧客サービスと迅速な商品提供の結果、創業10

年未満で年商10億ドルを超える急成長を果たしています。 

 

採用辞退ボーナス制度の概要は以下の通りです。 

1. 入社後 3～4週間は、顧客サービスの核となるコール

センターにて新人研修を行います。新人研修は、同社

が最も重視する「10 のコア・バリュー」に基づいて

厳格にプログラムされています。 

 

2. 新人研修中、新入社員は「ザッポスの企業文化に合わ

ないと感じたら 2000 ドルを受け取って正式な採用

を辞退ことができる」と提示されます（現在およそ1％

の新入社員がこれに応じています）。 

 

この制度の狙い 
ザッポスは、「商品は365日返品可能」「送料・返送料と

もに無料」「商品到着は全米4営業日内（実際にはほとん

ど翌日には届く）」「24時間年中無休のコールセンター」

など、従来のネット販売事業ではありえないレベルの顧客

サービスを提供しています。これは同社が「単に商品を届

けるだけでなく、サービスを通じて“ワォ！”という驚きの

体験を届けることを目指す」という企業文化を体現するた

めに備えたものです。採用辞退ボーナス制度は、人材の登

用にもザッポスのこの精神が反映されたものでしょう。つ

まり、以下の考え方によるものと言うことができます。 

 

▼ 2000 ドルにつられて辞める人は、その後ザッポスの企業

文化に馴染むことが難しい。 

 

▼ 不満を持ったまま働くことは、企業にとっても本人にと

ってもよくない。 

 

不満を持ったまま働くことのリスク 
企業の方針に不満を抱えたまま働くことは、企業に以下の

ようなリスクをもたらします。 

 

 当人のパフォーマンスの低下 

 社員間コミュニケーションの問題発生 

 対外的な企業イメージの不統一 

 上司との対立解消のための労力コスト 

 その後の退職時のトラブル発生リスク 

 不満が他の従業員に拡散するリスク 

 

これらのリスクと、入社早々に退職してもらうために支払

うボーナスコストとを比較した結果、ザッポスは後のリス

クを選択すべきと判断したのでしょう。 

 

考えなければならない「企業文化」 

この採用辞退ボーナス制度の導入を検討する場合、必然的

に「守りたい自社の企業文化・価値観（＝理念）とは何か」

をあらためて考える必要が出てきます。 

 

しっかりと自社の理念を考え、その理念に基づいて「採用」

「教育」「人事」「評価」を行う姿勢こそが、この採用辞退

ボーナス制度から学ぶべきポイントです。 

企業文化を護る 
採用辞退ボーナス制度 

アマゾンやザッポスなど、気鋭の企業が備え

ている「採用辞退ボーナス制度」について解

説します。 



 

 

みよた社会保険労務士事務所 

はじめに 

この助成金は、労働安全衛生法に基づく快適職場形成の一

環として、受動喫煙防止対策を講じる事業主に対してその

改修など費用の一部を助成するものです。 

 

今までは空間的に分離された喫煙室の設置などが主な助

成対象でしたが、この度飲食店などの分煙・換気措置につ

いても助成対象とすることになりました。 

 

要件について 
主な要件は以下すべてに該当する場合です。 

 

 労働災害補償保険法の適用事業主であること 

 以下のいずれかに該当する中小企業主であること 

 

 小売 サービス 卸売 その他 

資本金 
5,000万円

以下 

5,000万円

以下 
1億円以下 3億円以下 

常時労 

働者数 
50人以下 100人以下 100人以下 300人以下 

 

 一定基準（喫煙室の入口において、喫煙室内に向かう

風速が0.2m/s以上）を満たす喫煙室を設置等する

こと。または、喫煙可能な飲食店などのサービス業に

おいて、禁煙スペースに煙が流れないように新たに換

気装置などを設置すること 

 

 原則として事業所内は喫煙室以外を禁煙とすること 

 

助成額 

喫煙室の設置、換気装置の設置などにかかる経費のうち、

工費、設備費、備品費、機械装置費 などの経費の2分の

1の額。(上限200万円) 

※支給は1事業所につき1回までに限ります。 

 

手続きの流れ 

この助成金の申請の流れは以下の通りです。 

 

1. 工事の着工前に「助成金交付申請書」を労働局に提出

し、あらかじめ交付決定を受ける。 

2. 喫煙室設置の工事を行い、工事後に「事業実績報告書」

を労働局に提出。 

3. 労働局から「交付額確定通知書」が届き、助成金が口

座に振り込まれる。 

4. 喫煙室の運用状況について、「実施状況報告書」で報

告を行う。 

 

その他：受動喫煙防止対策の支援 

職場の受動喫煙防止対策に取り組む事業者に対する支援

が、厚生労働省で行われています。 

 

無料で利用することが出来ますので活用をご検討下さい。 

 

相
談
支
援 

喫煙室の設置について、専門家による電話相談が

受けられます。 

また、受動喫煙防止対策に関する説明会を全国で

実施しています。 

測
定
支
援 

職場環境の実態把握などを行う際の支援として、

デジタル粉じん計、風速計の無料貸出しを行いま

す。 また、 専門家が事業場に行って、測定や測

定方法を説明します。 

 

この助成金に関するご相談はお気軽に当事務所までお寄

せください。 

 

受動喫煙防止対策 
助成金について 
 

 

受動喫煙防止対策助成金において平成26年7

月 1 日より、宿泊業・飲食業の換気措置につ

いても助成対象とすることになりました。 

 



 

 

みよた社会保険労務士事務所 

はじめに 
牛丼チェーン「すき家」のアルバイト不足問題に象徴され

るように、企業の採用活動は年々厳しさを増しています。

労働力人口が減少する現代において、今後ますます採用活

動の精度を高めることが求められます。 

 

本稿では近年の人材募集において重視されているポイン

トを整理して紹介します。 

 

重要な4つのポイント 

①  社長自らが採用活動の前線に立つこと 

中小企業で高い採用実績を上げているケースの傾向とし

て、社長自らが率先して採用活動を行っていることがあげ

られます。 

 

人事担当任せにせずに社長自らが合同就職セミナーに行

って事業に対する思いを語り、応募者と真摯に向き合おう

とする姿勢には成果があるようです。 

 

就職セミナーのほかにも、例えば高校の運動部学生に対し

てストレッチや体幹トレーニングを指導する講座を開き、

学生との接触を事前に図り人員確保の成果を上げている

接骨院などもあります。 

 

②  活躍の場の可視化、教育制度の整備 

就職キャリア研究所「就職活動状況レポート 2014年5

月度」によると、2015年内定者のうち、就職先を選んだ

ときにもっとも重視した条件として1位「業種」2位「一

緒に働きたいと思える人がいるかどうか」3位「職種」が

あげられています。 

 

先輩社員がその業種においてどのような活躍をしている

かを見せ、入社後にその会社で教育を受け、キャリアを積

むことで自分がどのように成長していけるかをイメージ

してもらうことが重要でしょう。 

近年の応募者にとって、応募する会社に、従業員の活躍と

成長を助けてくれる風土がどれだけあるかということは、

高い関心が向けられているポイントだといえます。 

 

③  労働時間の整備 

近年の応募者の傾向として、労働時間、とくに残業時間や

休日出勤頻度についての関心が高いことがあげられます。 

 

中小企業の場合、少ない人員で営業せざるを得ないことも

多いですが、「中小企業だから時間が長いのは仕方がない。

業界的に長時間拘束は当たり前」という思考でストップし

てしまっていては、応募者に「この会社は労働時間に対す

る意識が低い」というメッセージとして伝わってしまいか

ねません。 

 

ある程度の残業があることは仕方がないとしても、労働時

間の適正化に取り組んでいる姿勢を示すことが大事でし

ょう。 

 

④ 社会保険の加入 

いわゆる社会保険加入に対する応募者の関心はやはり高

いと言えます。社会保険未加入の会社にとって、社会保険

加入による財務的インパクトが大きいことは事実ですが、

今後の人材確保の困難さを考えると優先的に検討すべき

事項かもしれません。 

 

まとめ 

年の応募者に対しては「仕事は厳しいものだ。ゼロから必

死で喰らいついて出世しろ。」というよりも「会社として

これだけの労働環境とキャリア育成の仕組みを用意して

いるから、安心して成長してほしい」という企業姿勢をア

ピールするほうが好まれるようです。 

 

採用活動に関するご相談は当事務所までお寄せください。 

採用を有利に進めるために 

重視すべき条件とは 

労働力人口が減少するなか、採用活動はより

重要になります。採用を有利に進めるために

どのような条件を設定するべきでしょうか。 

 



 

 

みよた社会保険労務士事務所 

はじめに 
「数学科出身の主人公が転職先のアパレル会社で出会っ

たのは、経験と勘を頼りに仕事をしている営業部員だっ

た」物語調で進行する本著。 

 

ビジネス数学の使い方講座で構成され、実例も含めた解説

で分かりやすく活用しやすい内容です。 

 

ビッグデータは有効なのか？ 
昨今叫ばれているビッグデータの有用性。解析ツールや分

析するスペシャリストが注目されています。特にツールに

おいては、大規模なデータを解析しても最後に仕事をする

のは生身の人間で、ツールが最後までやってくれるわけで

はありません。 

 

この書籍の主人公はこのメッセージを次のように喩えて

います。 

 

「イチロー選手が使っているバットをバッティングセン

ターで空振りばかりしている素人に与えても打てるよ

うにはならない」 

 

つまり、ビッグデータの時代が来たからこそ、その分析ツ

ールを正しく使うことができる人材を育てなければなら

ないということです。 

 

平均値だけで分析しても無意味 
一般的な仕事をする上で、売上は次のように表すことがで

きます。 

 
売上 ＝ 客数 × 平均購入金額（客単価） 

 

本著では、アパレル業界が舞台となり物語は進みます。そ

の中で行われる営業会議において、「表参道店」と「新宿

店」が議題に上がります。 

【2店舗の平均購入単価】 

・表参道店：15,000円 

・新宿店：10,000円 

 

新宿店の売上を上げ、表参道

店の水準に近づけるべく

「15,000 円以上の購入でノ

ベルティキャンペーン」を企

画しますが、主人公はそれを否定します。 

 

なぜなら、これだけでは何も分からないからです。 

上のデータで、よく起こる勘違いは「表参道店では15,000

円前後の物がよく売れている」というものです。 

 

しかし、例えば「5,000円の商品」と「25,000円の商品」

ばかりが売れていた場合、平均は 15,000 円になります。

このように、単一の指標だけを見ても真実は分からないと

いうことを本著では何度も読者へ呼びかけています。 

 

数字のチカラが仕事を変える 

本著では「昨年対比の数字で体感的に業績を判断してよい

のか」または「エクセルのグラフをそのままプレゼン資料

に使ってよいか」など、実際のビジネスシーンでありがち

な問題を物語を追いながら学ぶことができる良著です。 

 

締めくくりの最終章は、成長した登場人物たちによる感動

的な構成になっており、読者が実践しようとする気持ちを

後押ししてくれるでしょう。 

 

「75%のコストカット」「人件費を増やさず売上を上げる」

「数字で人事異動を決める」など、数学という学術的な手

法で片付けると思いきや、きちんとそこには「人の心」が

入っており、全てのポジションの人に気付きを与えてくれ

ることでしょう。 

仕事で数字を使うって、 

こういうことです。深沢 真太郎 著  

単行本：253ページ 

出 版：日本実業出版社 

価 格：1,400円（税抜） 

 



 

 

みよた社会保険労務士事務所 

労務管理や助成金などのご相談がござい

ましたら、お気軽に当事務所までお問い合

わせください。 

当事務所へのお問い合わせについて
 

今月の月刊 社労士みよた＋ Plusはいかがでしたか？ 

来月も充実した内容でお届けしていきますので、よろしくお願いいたします。 

 

なお、今回の内容に関して、ご不明点やご依頼などございましたら、お気軽にお問い合わせください。 

 

みよた社会保険労務士事務所 

所長 御代田 裕介 

所在地 

〒963-8024 

福島県郡山市朝日一丁目20番11号 

オフィスイン21 305号 

営業時間 平日9:00～18:00 

電話 024‐983‐0735 

FAX 024‐983‐0736 

メール info@office-miyota486.com 

 

 
所長よりあいさつ 
 

いよいよ東北地方でも梅雨明けが発表され、本格的な夏到来ですね。 

街に出ると夏休みの学生さんをよく見かけますが、みんなイキイキしてますね。 

大学時代は、８月になると、京都からフェリーに乗って北海道まで行き、合宿と称して２～３週間ほどの貧乏旅行を毎

年のようにしていたことを、ふと思い出しました。まさに今頃、サークルの後輩達は北海道で夏満喫中かも…。 

某ロックバンドが歌っていたように「夏休みのある小学校時代に帰りた～い」とまでは思いませんが、若さゆえの輝き

が羨ましくも感じるアラサ―男子です。 

 

暑さに負けず、今月も頑張っていきましょう！

当事務所からの 

お知らせ 



 

 

みよた社会保険労務士事務所 

採用活動に関するチェックシート 

2014年版チェックシート 

採用活動をする上で、自社の労務管理体制を今一度チェックしてみましょう。FAXかメールでお送りいただければ、具

体的なフィードバックをいたします。 

 

チェック項目  

No チェック項目 YES NO 

１ 週20時間以上働く従業員は雇用保険に加入している □ □ 

２ 週約30時間以上働く従業員は社会保険に加入している □ □ 

3 残業時間は月に45時間を超えない □ □ 

4 採用活動について、社長自らが積極的に行っている □ □ 

5 インターンや会社見学、既存社員との面談などの制度がある □ □ 

6 会社の企業文化に基づいた人事評価制度がある □ □ 

7 従業員がリフレッシュするための休暇制度などがある □ □ 

8 応募者に積極的に伝えたい企業理念が明確である □ □ 

9 従業員の健康管理についての取り組みがある □ □ 

10 新人研修制度がある □ □ 

 

FAXのご返送は 024‐983‐0736 まで 
 

 貴社名    ご担当者名   

 ご住所    E-mail   

 TEL    ご要望を 

 お書きください 

  

 FAX   

 


